
授業種類 履修区分 履修時期

授業時間 担当教員

1

2

3

4

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

自分ができるSDGｓを考える 観光地で自分ができるSDGｓを考える

成績評価 定期試験が６割、平常点（授業態度や授業貢献度など）が２割、提出物２割で評価します

履修上の
留意点

☆課題レポートやプレゼンテーション資料を課します。日本と世界のSDGｓの取り組み観光業界でのSDGｓの取り組
みについての資料（インターネット）を配布し知識を深め前期と後期の定期試験で到達度の確認します。　　　　授業計
画は進度により入れ替えを行う場合があります。

　前期の総括 年間総括

前期試験 後期試験

教科書
参考書

教科書は指定しません。必要に応じてプリントを配布します。各自で一般常識が養える問題集を購入して学習を進め
て下さい。前期試験と後期試験では一般教養や時事問題も含まれます。

持続可能な世界して行くために何をするか③ 観光業界が取り組みやすいSDGｓ

ホテル業界が取り組みやすいSDGｓ 持続可能な観光で取り組むべき分野

ホテル業界が実施しているSDGｓ（事例） 旅行時に自分でできるSDGｓを考える

SDGs１７個の目標③

持続可能な世界して行くために何をするか① SDGｓ貢献する観光業界の役割

持続可能な世界して行くために何をするか③ 観光業界が取り組む具体的目標

観光を通じたＳＤＧｓ達成に向けた
海外・日本の取り組み

SDGｓに取り組むメリット SDGsに貢献する旅行の必要性と理由

SDGs１７個の目標① SDGsに貢献する旅行の内容

SDGs１７個の目標②

持続可能な17の目標について自分の貢献できるかを考える

持続可能な観光海外事例①

SDGｓの取り組み 持続可能な観光海外事例③

SDGs国内外の課題 観光を通じたSDGｓ達成や意識・取り組み

SDGｓとは 持続可能な観光海外事例②

授業計画

前期 後期

授業ガイダンス

授
業
内
容

《授業概要》

SDGｓの基本知識の習得、ホテル・観光業がＳＤＧｓに貢献できる行動や商品開発、事例を基に自分達にも持続可能
な目標についてできること、海外や日本でＳＤＧｓの取り組みについての認識、日本のホテル業・旅行業・観光分野が
どのように貢献できるか、その役割について考察します。

《学習の到達目標》

SDGｓの基本知識の理解

ホテル業界視点でのSDGs

観光業界視点でのＳＤｇｓ

令和６年度　シラバス兼授業計画書

学科名 未来観光ビジネス学科 科目名 SDGｓ論

演習 必修 通年

60単位時間 酒井浩市


